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＜あらまし＞　情報教育の教科書シリーズの１冊としてメディアリテラシーの教科書を執筆した。こ
の教科書の特徴はメディアリテラシーの教育内容として記号学そのものを取り上げカリキュラム化し

た点にある。本発表ではこの教科書の背景にある筆者らのメディアリテラシーに対する 釈と、その

教育内容に関する主張を提示する。

メディアリテラシー　記号学　メディアに対するクリティカルな姿勢　相対化　情報教育

1. はじめに
　国内におけるメディアリテラシー教育への取り

組みは 年急速に広まりつつあるが、その内容は

現場によってさまざまである。これはメディアリ

テラシーという 葉自体が国内においてはまだ目

新しいものであることに加え、その 釈にも幅が

あることを示している。メディアリテラシーの教

育内容を論ずるにあたっては、それが何を目的と

した教育活動である（べき）かを再確認する必要

がある。

　筆者の１人（斎藤）は情報教育の教科書シリー

ズの１冊としてメディアリテラシーの教科書を執

筆した(斎藤　2002)。この教科書はメディアリ

テラシー教育に対する筆者らの主張をカリキュラ

ム化したものである。本稿では、そのカリキュラ

ムに反映される教育的な観点からの主張を整理し、

あらためて提示するとともに、カリキュラム化さ

れた教育内容の概略にも触れる。

2.　メディアリテラシー教育の目的と教育内

容
　メディアリテラシーの目的は、筆者らの理 す

るところによれば次の２点に集約される。

・メディアに対するクリティカルな姿勢を育む

こと

・クリティカルな姿勢に裏打ちされた創造的な

表現能力を育むこと

　これらに する理 は社会学者やマスコミュニ

ケーション論の研究者によってもすでに提示され

ている( 木　1997)が、筆者らの主張を明確に

するために、ここでは次の点を強調しておきたい。

まず「メディア」が指しているのはマスメディア

だけでなく、そこにインターネットも含まれるべ

きであること。これはWWWを中心に情報メディ

アとしてのインターネットが実生活の中に普及・

定着する国内の状況を考えれば必然的である。し

かし従来の社会学者やマスコミュニケーション論

の研究者たちによって展開されてきたメディアリ

テラシーへの取り組みにおいては、マスメディア

が主な教育対象であり、インターネットについて

は必ずしも十分に扱われてこなかった。つぎに

「クリティカルな姿勢」とはメディアによって得

られる情報に対する姿勢のみならず、メディアを

活用する行為自体に対する「クリティカルな姿勢」

も指していること。これはインターネットを視野

に入れた場合、メディアとの関わりは単に情報源

としての利用にとどまらず、より多様な形が考え

られるからである。その場合、とりわけ「いかな

る目的でメディアを用いるか」という点に対する

クリティカルな観点からの反省が必要不可欠とな

る。

　上述のメディアリテラシーの目的を前提とする

ならば、その教育内容には「クリティカルな姿勢」

を育む契機となるものが含まれなければならない。

その意味からすれば、単なるメディア操作の実習

だけをもってメディアリテラシーとするのは不十

分であるといわざるを得ない。また同様に、テレ

ビ番組の制作現場の舞台裏を知ることや、メディ

アを用いて何らかの作品を作ることも、そこにク

リティカルな考察の機会を欠くならばやはり不十

分である。



３.　クリティカルな実 の論拠としての記

号学
　メディアに対するクリティカルな姿勢を育むた

めには、そのような姿勢の基盤を与える原理を教

育すべきである。その意味で、筆者らはメディア

リテラシーの教育内容に「記号学」の基本概念の

学習を組み込むことを提唱する。その理由は次の

２点による。

１）記号学はメディアリテラシーの学問的背景

のもっともコアな 分を担う学問である

２）記号学から得られる知見はメディアを活用

したさまざまな活動に開かれている

　１）はメディアリテラシーの考え方が記号学の

影 を受けた欧米のメディア論や文化研究の研究

者たちによって形作られてきたことを指している

(吉見　2000)。たとえばメディアリテラシーの

先駆的なカリキュラムとしてしばしば 及される

カナダ・オンタリオ州教育省のカリキュラム

(Ontario　1989)には、授業のアプローチの一例

として記号学を取り上げることが明確に述べられ

ている。これらの事実は、記号学が明らかにする

事柄がメディアに対するクリティカルな実 の論

拠として欠かせないことを意味している。

　２）は記号学を構成する概念を適用することに

よって、メディアに関連するさまざまな現象を分

析し 釈することが可能であることを指している。

そのことによって、メディアの種別や関わり方

（読み取りの対象としてのメディア、表現の手段

としてのメディア）を問わず、クリティカルな反

省の観点が与えられる。なぜなら記号学は、狭い

意味での表象のみならず、人間の行為も含めた多

様な文化現象を分析する枠組みとして、 年にわ

たって用いられてきた概念体系だからである。

4.　記号学を論拠とするメディアリテラシー

のカリキュラム

4.1　カリキュラムの前提となる認知モデル
　筆者らの提案するカリキュラムの教育内容は図

1に示される認知モデルを前提とする。このモデ

ルは記号学の観点から捉えられるメディアと人と

の関わりの様子を抽象化したものである。このカ

リキュラムではさまざまな観点から人とメディア

との関わりを議論するが（4.2項を参照）、すべ

ての議論はこの認知モデルの獲得と修正の過程と

しての意味合いを持つ。

　以下、このモデルに含まれる構成要素を取り上

げつつカリキュラムの概要を説明する。

記号、メディアテクスト、メディア
　このカリキュラムにおいて記号は「人間の感

に訴える物 的存在であると同時に、それを感知

する人間に意味内容を想 させるもの」と定義さ

れる。そしてテレビ番組、新聞・ 誌の記事、

Webページなど、メディアによってもたらされ

るあらゆる表現物を記号（による構成物）として

見る（読 する）ことがこのカリキュラムの 旨

の一つである。その際、読 の対象となる表現物

（＝記号による構成物）のことを特にメディアテ

クストと呼ぶ。また、このカリキュラムでは読み

取られる意味内容に影 を与えるという点で、メ

ディアもまた一つの記号であると捉える立場に立

つ。

送り手、読み手
　一般的に送り手とはメディアテクストを制作し、

かつメディアを通して読み手に対して送りだす者

を指し、読み手とはメディアからメディアテクス

トを受け取り、かつそこから意味内容を読み取る

者を指す。カリキュラムの最初の時点では、この

ような送り手・読み手の区別を自明のものとしな

がら議論を進める。しかし現実においてこの区別

は必ずしも自明ではない。たとえばインターネッ

トにおいては、送り手と読み手の区別は極めてあ

いまいである。またマスメディアにおいては、メ

ディアテクストの制作者とメディアの所有者は必

ずしも一致せず、さらにメディアテクストのあり

方に対する影 力という観点からすれば、広告主

などの存在も無視できない。カリキュラムの後半

では、このような現実の多様な側面に注目しなが

らそれぞれの状況の 釈の仕方を議論する。

コード（記号化コード、 釈コード）
　コードとは、記号に含まれる表現物としての側

面と意味内容としての側面を対応づけたり、異な

る記号同士の配列の仕方の範例や特定の配列によっ

て新たに生まれる意味内容などを 定する、社会

的な約束事の体系である。カリキュラムの最初の

段階では、コードが共有されることによって送り

手と読み手との間に意味伝達の可能性が生ずるこ



記号化

コード

釈

コード
記号化 釈

記号/メディアテクスト/メディア送り手 読み手

場のコンテクスト 場のコンテクスト

社会的コンテクスト

図 1:　メディアと人との関わりのスタティックモデル 1)

とを説明する。カリキュラムが進行するに伴い、

現実の場面では必ずしもコードの共有を前提とす

ることができないことや、そもそもコード（に代

表される暗黙の社会的な 約）とは「はじめから

あるもの」ではなく、個々のコミュニケーション

の実 によって「形成され続けるもの」であるこ

となど、コードのさまざまな性 を取り上げて議

論する。さらに、社会的な側面からはコードが特

定の社会秩序の 定としての意味を持つことや、

個々人によって担われたコードはその人の価値観

そのものであること、さらにそうした社会秩序な

いし価値観の体系としてのコードが現実の社会で

は誰の手によっていかにして形成されるのかといっ

た事柄を、社会におけるメディアの機能と絡めな

がら取り上げる。

コンテクスト（場のコンテクスト、社会的コンテ
クスト）
　コンテクストとは、場の状況や文脈といった、

コミュニケーションのあり方（物事の表し方や読

み取り方）に対して影 を与えるメディアテクス

ト外 の力全般を指す。カリキュラムの最初の段

階では、メディア視聴の現場に直接作用するミク

ロなコンテクスト（＝場のコンテクスト）に注目

し、その効用を議論する。特にコンテクストとコー

ドとの間には相互作用的な関係があり、その作用

によってメディアテクストから読み取られる意味

内容が決まるとともに、作用の結果としてコード

のあり方に変動が こることなどを取り上げる。

さらに後半では、よりマクロな観点からはそれぞ

れの時点での社会のあり方（政治、経済、文化な

どの状況）が、その社会において生産されるメディ

アテクストの種 や内容、およびそのようなメディ

アテクストの 釈のされ方に大きな影 を与える

コンテクスト（＝社会的コンテクスト）として見

なされること、また社会的コンテクストとその社

会において力を持つ価値観との間には常に相互作

用的な関係があり、メディアの存在がそのような

関係の形成に対して大きな影 力を持つこと、な

どを議論する。

4.2　カリキュラムの目標と構成
　このカリキュラムが目標とするのは、学習者が

日常における各自のメディアとの関わり方を相対

化できる能力を身に付けることである。この目標

は、図1の認知モデルを前提とする際に「メディ

アに対するクリティカルな姿勢」が意味するとこ

ろを、筆者らの視点から具体化した結果得られた

ものである。メディアとの関わり方の相対化とは、

より詳しくは以下の二つの相対化を指す。

・メディアとの関わりにおいて学習者が無意

のうちに依拠するコードの相対化

・メディアと学習者との関係を取り巻くミクロ

なコンテクスト、マクロなコンテクストの相

対化

　このカリキュラムでは上記の二つの相対化をい

くつかの段階を踏みながら行う。その段階の構成

と、それぞれの段階ごとの学習内容等を表1にま

とめた。以下、それぞれの段階の概要を説明する。

　

第１段階

　第１段階での主な学習内容は「読む行為のメカ

ニズム」を記号学的に 釈することである。もっ

とも身 な記号の例として「 葉」を取り上げて、

葉と読み手との関わりによって意味内容が読み

取られる過程を記号学の観点から考察する。この

段階では一般的な記号学の入 書(たとえば、池

上　1984)で取り上げられる程度の記号学の基本

概念が理 できることを重視する。結果として読

み手による 葉の読み取りを「記号-コード/コ

ンテクスト-読み手」のスタティックな図式にし

たがって 釈できることを目指す。



第２段階
　第１段階での学習の結果を踏まえて実際のメディ

アテクストの読 を みる。日常的な視聴とは異

なる視点からメディアテクストを眺めることを通

して、普段はあまり気づかないメディアテクスト

の特徴（たとえば特定の表現形式が反復して用い

られることなど）を発見し、その意味を 釈する

作業を行う。この段階ではメディアテクストと読

み手との関係に焦点が当てられ、「メディアテク

スト-コード/コンテクスト-読み手」のスタティッ

クな図式で現実を 釈できることを目指す。

第３段階
　この段階では「視聴の場のコンテクストと 釈

コードの関係」に焦点を当て、読み手（＝視聴者）

がメディアテクストから読み取る意味内容に影

を与える要因を考察する。これまでは主にメディ

アテクストと読み手との閉じた図式関係に焦点が

当てられてきたが、この段階に至っては視聴の場

のコンテクストを考察の中心に据え、コンテクス

トと視聴者の 釈コードとの間のダイナミックな

関係の把握に力点を置く。

第４段階
　第３段階に引き続き、コンテクストとコードの

間にあるダイナミックな関係についてを考察する。

この段階では「社会的コンテクストと 釈コード・

記号化コード」に焦点を当て、第３段階よりもマ

クロな「社会」の観点から考察を行う。

第５段階
　学習の最終段階として、これまでに学んだ事柄

を踏まえ、学習者各自がメディアとの関わりを改

めて振り る機会を ける。ここで焦点が当てら

れるのは学習者とメディアとの関わりの全般であ

る。とりわけ、各自のコンテクストに応じた学習

者自身にとっての「メディアの意味」や、そこか

ら生ずる「メディアとの適切な 離」を考えるこ

とが主題となる。このような振り りと見直しの

作業を、ここではインターネットのメディアとし

ての活用を例にとりながら行う。

学習段階 学習内容 学習の焦点(a)と学習の論拠(b)

第1段階 読む行為のメ

カニズム

a. 葉と読み手の関係

b.スタティックな記号学（基本）

第2段階 メディアテク

ストのクリティ

カルな読

a.メディアテクストと読み手の関係

b.スタティックな記号学（応用）

第3段階 日常的な視聴

の場の考察

a.視聴の場のコンテクストと 釈コー

ドの関係

b.ダイナミックな記号学（基本）

第4段階 社会とメディ

アの関係の考

察

a.社会的コンテクストと 釈コード・

記号化コードの関係

b.ダイナミックな記号学（応用）

第5段階 「メディアと

関わること」

の考察と実

a.「自己」とメディアの関係

b.日常的な実 における記号学

表１：カリキュラムの構成

5.　まとめ
　本稿では記号学を論拠とするメディアリテラシー

のカリキュラムの提案を行った。本稿によって筆

者らの理想とするメディアリテラシー教育の一端

を示せたと思うが、これだけがメディアリテラシー

教育のすべてであるとは考えていない。むしろ従

来のさまざまな取り組み（特にメディアを活用し

た表現の実 など）との間で往復的に学習される

ことこそが望ましい。その意味で、とりわけ表現

活動の実 を中心とするカリキュラムとの架橋を

いかにはかっていけるかが、筆者らの今後の 題

となるであろう。

注
1) あえて「スタティックモデル」としたのは、このモ

デルがあくまで現実を 的に抽象化したものに過ぎ

ないことを強調するためである。
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